IODP掘削提案フィジビリティ研究　応募申請様式（H28）
I. 内容について

１．タイトル　代表研究者、所属

	タイトル：

	代表研究者の氏名：
	所属・役職：


２．本申請での実施概要（400字程度）

	


２－２．合致するテーマを下記から選んで記載下さい（複数可）：
テーマ（IODP Science Plan for 2013 – 2023 のテーマ区分）：
気候と海洋変動：

□CO2濃度上昇に対する気候の反応　

□地球温暖化による氷床や海水準への影響

□降雨の地域的パターンの制御要因　　

□海洋の化学的擾乱からの回復
生命圏フロンティア：

□海底下生命圏の起源や進化


□海底下生命圏の限界

□環境変化による生態系・生物多様性への影響

地球活動の関連性：

□上部マントルの組成・構造・ダイナミクス

□海洋底拡大やマントル融解と海洋地殻形成

□海洋地殻と海水との間の化学的交換

□沈み込み帯形成、物質循環、大陸地殻創成

変動する地球

□巨大地震・津波・海底地すべりメカニズム

□海底下の炭素循環の特性やプロセス
２．実現したい掘削提案について以下の事項を記載下さい

※各項目内に記載されている事項（灰色文字）に留意して記載下さい。なお、記載欄は適宜増やして頂いて構いません。
	２．１　研究の背景
　　　※関連するアクティブプロポーザルが有る場合、その番号、タイトル、提出時期、状況についても記入下さい。
　　　・これまでどのような研究がなされてきたか

　　　・何が未解明なのか

２．２　目的、内容、アピールポイント

· 何をどこまで解明しようとしているのか

· 掘削によって検証すべきこと、掘削でなければ解明できないことは何か

· 掘削による実施事項は何か（例：コアの分析、孔内計測・観測、微生物培養等）

· 他の掘削計画と比べて優れている点、今までにないことなどのアピールポイント

２．３　プロポーザルの準備状況、及び実施すべき事項
　　　※アクティブプロポーザルが有る場合、パネル等での指摘事項などを踏まえて記入下さい。
· 国際ワークショップ実施してプロポーザル作成に向けた実施体制が整っているなど
· サイトサーベイデータが不十分なため、追加の調査が必要など
２．４　今年度以降のロードマップを記載下さい。

　
実施事項

20XX年

20XX年

（記載例）

基礎資料収集

既存データの整理

関連する試資料の解析
サイトサーベイ

プロポーザル執筆・提出

○キックオフMTG


○

ワークショップ開催
○ 
　　　　20XX.4.1
　　フルプロポーザル提出

　

※　本申請による実施事項が分かるよう記載すること。



３．実施事項および経費内訳
	３．１　実施事項（実施項目に分けて記載のこと）

①【項目名（例：事前調査、情報収集など）】
（実施事項）
②【項目名（例：会議・ワークショップ開催など）】

（実施事項）

③【項目名（例：学会発表、パンフレット作成など）】

（実施事項）

３．２　経費内訳　（合計　○円）

人件費　　（例：分析補助、データ解析補助　　　　　　　　　　　　計○円）

消耗品　　（例：分析用試薬、サンプル加工関連品　　　　　　　　　計○円）

国内旅費　（例：学会発表、分析実施　　　　　　　　　　　　　　　計○円）

外国旅費　（例：国際ワークショップ出席　　　　　　　　　　　　　計○円）

雑役務費　（例：分析外注、英文校閲　　　　　　　　　　　　　　　計○円）

会議開催費（例：ワークショップ会場借料、プロジェクターレンタル　計○円）

印刷製本費（例：パンフレット作成　　　　　　　　　　　　　　　　計○円）




II．業務の実施体制
１．研究代表者　（所属・氏名：　　　　　　　　　　）
	業務実施場所
	

	連絡先
	TEL: ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　　FAX: ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
メールアドレス：

	事務担当者・連絡先
	担当者氏名、所属・役職、住所、電話、FAX、e-mail


２．研究分担者
	分担者氏名
	所属・役職
	担当内容

	
	
	


３．協力研究者（海洋研究開発機構の職員を含む）
	協力研究者　氏名
	

	所属・役職

	


Ⅲ．その他

（参照すべき事項があれば記載、または書面を添付下さい）



















